
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県立秋田きらり支援学校 

第４号 

令和５年１２月１９日発行 

高等部後期現場実習 

１学期の前期現場実習に続き、後期現場実習が高等部２・３年生を中心に１１月に実施されました。高

等部２年生にとっては、前期現場実習の経験を生かしてステップアップを目指した実習となりました。高

等部３年生にとっては、卒業後の生活を見据え、自分に合った事業所をどこにするか決めるための実習と

なりました。実習での取組の様子と実習後の生徒達の一言コメントを記載しますのでご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実習を終えて生徒達からの声】 

「広くて暖かくて過ごしやすかった」 「細かい手作業が多くて疲れた」 

「緊張して自分からなかなか話ができなかった」 

「自分の体調と相談しながらやることが大事だと思った」 

「今までやったことがない作業を経験することができた」 

クリスマスリース作りをしま

した 

しわにならないよう、まっす

ぐ伸ばし、紙袋の台紙準備を

しました。 

健康チェックのため、登所後

すぐに血圧測定をしました。

７．４ 

集中してアクリル宝石の色分

けを行いました。 

利用者の方と一緒に、毎日

楽しく昼食をとりました。 

午後は毎日レクリエーショ

ンをして楽しみました。 



稲庭うどんを入れる箱を折

る作業に取り組んでいまし

た。実際に箱折りの体験もさ

せてもらいました。利用者が

少人数のため、ゆったりと落

ち着いた雰囲気でした。 

コーヒー豆の選別や袋詰めの作

業体験をしました。事前学習で

は、コーヒーの試飲もして、本番

に臨みました。 

中学部１組では、前期に続いて仕事について考える・知る学習に取り組みました。２グループに分かれ

て、見学する事業所の場所や仕事内容を調べたり、質問を考えたり、分かったことをまとめたりしました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合言葉の紹介やク

イズ形式で発表し

たり、質問した内容

や感想を自分の言

葉でまとめて発表

したりしました。 

Ｔ・Ａさん 

Ｓ・Ｍさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 棟（高等部棟）周辺の中央

通路には進路の掲示コーナーが

あり、児童生徒らの頑張ってい

る取組を紹介しています。 

今号では、その一部を紹介し

ます。先日までは３組、現在は１

組の取組を掲示しており、年明

けには 2 組を紹介する予定で

す。 

他にも各事業所の情報などが

掲示されており、有益な情報も

見つかるかもしれません。ぜひ、

足を止めて見てください。 

みんなが頑張ったことや

できるようになったこと

を書いて、隣のＢＯＸに

入れてくれるとこんな風

に僕がお返事しますよ。 

Ｓ・Ｋさん 


